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報告書データ / Report
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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

原子炉の構造材料として用いられている金属材料は、中性子照射による原子はじき
出しに起因して、機械的特性の劣化が生じる。材料中の粒界は、照射によって導入
された点欠陥を吸収するシンクサイトであり、その吸収する能力は各粒界の性格に
よって決定されると考えられている。そこで、本研究では核融合炉構造材の第一候
補材料である低放射化フェライト/マルテンサイト鋼F82Hを用いて、その内部に存
在する各種粒界の性格とその近傍における損傷組織分布を評価することで、これま
で検討してこなかった照射化における損傷組織変化の空間的理解を進める一助とな
るようなパラメータを実験的に求めることを目的とした。

実験
Experimental

板状に切りだしたF82H鋼を3㎜Φのディスクに打ち抜いた後、800℃で3時間熱処
理を施し、試料内の転位を除去した。その後、メタノール・過塩素酸の電解液を用
いて-15℃で電解研磨を行い、電子顕微鏡観察用の薄膜試料を作製した。薄膜化し
た試料を加速電圧1200ｋeＶの超高圧電子顕微鏡（HVEM）を用いて、損傷速
度5.3×10-4dpa/sec、照射温度400℃で2.0dpaまで電子線照射し、照射下におけ
る損傷組織変化をその場観察した。照射後、200keVの汎用電子顕微鏡(TEM)で粒界
面方位を特定し、更に高分解能電顕(HRTEM：NEO-ARM, TITAN)を用いて粒界近傍
で得た格子像から粒界におけるひずみを評価した。また、照射損傷組織における粒
界近傍の欠陥欠乏領域から欠乏幅を測定し、上述の粒界に係るパラメータとの関係
を精査した。

結果と考察
Results and Discussion

電子線照射した試料粒界近傍の高分解能像をFig.1に示す。試料粒界上に縦に並んだ
黒いコントラストが確認された。この粒界においては、ある間隔で正の歪みと負の
歪みが並んだ構造となっている。Fig.2に、照射損傷組織から得られた欠陥欠乏領
域(DZ: Denuded Zone)の幅と粒界局所ひずみの間隔の関係を示した。Fig.2は、粒
界局所ひずみの間隔とDZの幅に負の相関があることを明確に示しており、DZの幅
が欠陥の吸収力(シンク強度)と相関する[1]ことを考慮すると、粒界における歪みの
程度がその周囲の損傷組織を司る可能性が高い。また本研究では、別途粒界面方位
から求めた面密度比が粒界局所歪みの間隔と線形の関係を持つことも判明し、これ
も損傷組織の空間的把握に重要なパラメータとなり得ると考えている。
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